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ヒロシマとナガサキに原子爆弾が投下された 1945 年 8 月 6 日と 8 月 9 日。この｢原爆の

日｣を忘れないため、市では、｢8 月 6 日と 8 月 9 日、原爆の日を忘れないための一行のコト

バ｣を 9 月２日㈬まで募集しています。 

 この募集期間に合わせ、「広島市立基町高等学校の生徒と被爆者との共同制作による原爆

の絵」の制作者によるトークとワークショップを行います。 

このことを広く周知したく、ぜひ、貴媒体での告知および取材・掲載方、お願いいたします。 

―――――――――――――――――――   概要   ――――――――――――――――――――― 

■日時  8 月 12 日㈬午後 0 時 45 分～2 時３０分 

 

■場所  くにたち未来共創拠点 矢川プラス みんなのホール 

(国立市富士見台 4－17－65) 

 

■申込  事前申込優先（申込フォーム・メール・電話） 

 

■備考  ちらしもあわせてご覧ください。 

 

■同時開催 

当日午前 11 時 45 分～午後 0 時 30 分は同じ場所で開催の矢川プラス定例イベント「クラ

シックライブ PLUS」とコラボします。音楽を通して平和を感じる時間です。 

あわせてご参加ください。 

 

問い合わせ 

国立市 政策経営部 市長室 

平和・人権・ダイバーシティ推進係 

TEL042-576-2111 内線（219） 

「ふつうの日になったのか 原爆の日」展 特別プログラム 

平和って何色？ 
～色でみるそれぞれの平和〜 

「原爆の絵」制作者によるトークとワークショップ 

令和 8 年 8 月 5 日 報道機関各位 




